
※文字の大きさは Meiryo UI ／12 ポイント以上とし、行間・文字間、上下左右の余白は変更しないでください。 
※具体的に示したい図、写真、表、グラフなどは、（写真 1）（表 1）などと文中に記載し、右ページに（写真 1）（表 1）などと表記の上、貼り付けてください。 
※文章と図等を組み合わせながら作成することも可能です。各項目の枠の上下幅は変更可能です。 
※いずれの場合も、必ずＡ３片面１枚におさまるように作成してください。ファイルサイズは５MB以下としてください。 

※事務局記入欄 

№ 167 

【様式２】 

エントリー学校名 
鹿児島県 出水市立鶴荘学園 

活動名 
キャリア教育でカリマネ～具体的な「16 の姿」を核として～ 

解決すべき課題 
先行き不透明と言われる社会背景の中，児童生徒が学ぶことと自己の将来とのつながりを見通し，社会

的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度を身に付けるキャリア教育が求められている。また，新
学習指導要領の改訂の方向性から，キャリア教育の視点からの小・中・高等学校へのつながりが明確になるよ
うに，小学校の学級活動に「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」が新設されたり，特別活動が学校教
育全体で行うキャリア教育の要としての役割を担うことが位置付けられたりし，キャリア教育の一層の推進をしな
ければならない必要性から，本研究主題を設定した。 
目標・方針 
社会に「開かれた教育課程」実現のために，現在のカリキュラムをキャリア教育の視点で見直し，カリキュラ

ム・マネジメントを図ることを研究のねらいとした。 
活動内容  
社会に開かれた教育課程の実現を目指し，カリキュラム・マネジメントを続けていくという考えから，既存の教

育課程をキャリア教育の視点で見直すこととした。キャリア教育推進委員会【図１】で協議されたことをもとに，
職員研修【写真１】の内容を検討し，全職員でキャリア教育のねらいが達成できるようにした。 
具体的にはまず，１年生から９年生までを３つの発達の段階（1～4 年，5～7 年，8～9 年）に分

け，身に付けさせたい力（具体的な「16 の姿」）【表１】を設定し，子供たちと共有した【写真２】。 
次に，本校の児童生徒たちに身に付けさせたい力がどの程度，達成されているかを把握するためにキャリア

教育アンケートを実施した。そして，その結果【図２】をもとに，身に付けさせたい力の重点指導内容【表２】を
定め，指導計画（キャリアマップ）【図３】を作成した。 
最後に，具体的な「16の姿」を核として，より一層のキャリア教育を推進していくこととした。 

活動の成果  
〇 キャリア教育を通して目指す児童生徒の姿を，具体的な「16 の姿」として設定したことで，目指す子供像
が鮮明になり，共通実践することができた。 

〇 キャリア教育の基礎的・汎用的能力を育成するという視点に立って，教育課程を見渡すことで，教科横
断的な視点をもてるようになった。 

アピールポイント（アイディアや工夫） 
〇 義務教育９年間を一貫して教育するという義務教育学校の特性を踏まえ，１年生から９年生を３つの
学年の段階に区切り，キャリア教育を通して身に付けさせたい力を具体的な姿で設定した。 

〇 身に付けさせたい力に着目した指導計画を作成し，教育活動全体を通じて実践していくという意識の向
上につなげることができた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【図１】本校の研修体制 【写真１】職員研修の様子 

【表１】具体的な「16の姿」（一部抜粋） 

【図２】キャリア教育アンケートの分析 【図３】キャリアマップ（一部抜粋） 

【表２】各学年の重点目標 

【写真２】具体的な「16の姿」を説明している様子 




